
近畿運輸局からのお知らせ        

                    
                         

 

                                                 

 令和８年１０月１４日   

関西国際空港においてハイヤー車両を対象と
した街頭監査を実施しました。 

 

2025年の訪日外国人旅行者数は過去最高の4,268万人を記録し、完全予約制であるハ

イヤーの需要も急速に高まっているところですが、一方で、国際線が発着する空港等では

ハイヤー事業者による｢違法な客引き｣や｢違法駐車｣などが社会問題となっています。 

 

この度、近畿運輸局は大阪府警察本部、大阪府関西空港警察署、大阪出入国在留管理局

関西空港支局と合同で、多くの訪日客が見込まれる国慶節期間中における輸送の安全確保

の徹底を図るため、関西エアポート（株）、（一社）関西国際空港タクシー運営協議会の

協力のもと、関西国際空港タクシー待機場に駐車していたハイヤー車両を対象に、運転者

への点呼、第二種運転免許証保持、就労可能な在留資格であるか等の法令遵守状況を確認

する街頭監査を実施しましたので、その結果についてお知らせします。 

 

記 

 

日時：令和８年１０月２日（金）１４：００～１５：３０ 

場所：関西国際空港タクシープール 

監査実施結果：監査台数３０台、違反指摘台数  ９台 

違反指摘内訳：点呼未実施疑い ２件 

       乗務員証（登録タクシー運転者証）の携行義務違反 ８件 

       自動車に関する表示義務違反 １件  

     

問い合わせ先 

(所属) 近畿運輸局自動車監査指導部  

(担当) 草野、田口、岩佐    

(電話) ０６－６９４９－６４４９ 

配布先 

 青灯クラブ 

 陸運記者会(ﾊｲﾀｸ) 
 関西国際空港記者会 


